












短期間にこれほど躍進した劇団は当時例を見ず、 小劇場ブームの立役者としてマスコミの耳目を集めた。 さらに 「第
三舞台」の芝居が、流行を織り込んだギャグや同時代性 溢れ いたため、時代の寵児とすら目された。しかし こうした人気・注目度とは裏腹に、演劇としての評価には著しい賛否両論があった。六〇年代末か 小 運動 よき理解者だった演劇評論家の扇田昭彦（当時・朝日新聞記者）は、八五年再演の『朝日のような夕日をつれて』の劇評
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ʼ86 』 （再演）の冒頭について、 「誰かに電話をかけている長い会話が威勢よく続く」
と論じたある劇評について、 「この劇評家はこのモノローグが本来どんな内容であったか、ほぼ完全に失念している」と指摘する。なぜなら、このモノローグは「私の部下が誤って（核ミサイ ）ボタンを押してしまった」ことを「ロン」 （レーガン大統領と理解できる＝筆者注） にホットラインで話す
（（
（







て、 テレビのバラエティ・ショーのような 「スピード感と同時にモダンでスマートな舞台が形づくられ」 る点と、 「ギャグの連発」を挙げる。　
瀬戸の論評は「第三舞台」の特徴を端的に紹介したものであるが、この分析に従えば、 「第三舞台」の観客はストー















































ドー待ち」の虚しさを逆説的に構成する役割を負うと見ている。さらにそのギャグの中身については、 「短いギャグやコントが矢つぎ早に連射されるのだが、これらのギャグでさえ、十分に展開してその限界と退屈さが意識される前に解体され、仕かけを明か て、次 ギャグに連結され 。こうして完結しないギャグ＝物語が果てしもなくつらなっていく」と分析する。つまり、この劇作におけ 笑いは、 「あらかじめ解体されている」中で生き続けるという、諦念を帯びた世界観を体現するものであったと言える。　
一方、瀬戸は八三年再演版に対して、あっけなく姿を見せるゴドーが次々と豹変し、 「若い根っこの会、故郷のおっ






谷真哉（八四年五月 死去）の目の覚めるような溌剌とし 演技がもたらす意味 無視できなかったはずだ。ここでゴドーが成りすますのは、居場所 アイデンティティー 失っ 若者たちを勧誘する主体である。そしてゴドーの勧誘の台詞には、スローライフ ノスタルジー、愛国心、思考停止 イデオロギーなどへの諷刺がたっぷりと込め れている。前述した「ゴド 待ち」の会話がおもしろいかど かは別に て、こ ゴドーの勧誘の場面は岩谷の絶妙な演技もあって爆笑をさらっていた。 ここで描かれてい のは 〝自分探し〟 のテーマを自 皮肉 アティチュードであった。
3（　劇団「第三舞台」における笑いの意味
　
鴻上は後に、自らの劇作を総括してこう記している。 「 （ 「第三舞台」が）受ける理由は、ただ、ひとつ。観客が求


























　『朝日のような～』では、あらかじめ解体された世界が提示されたが、ここではまさに核戦争によってプラスチックの廃墟と化した光景が白々と広がっている。とうに国家も会社も消滅したというのに、幻の密命を果たそうとするスパイや、勤務しようとする会社員とい た戯画 その一方で、人々はなお「物語 を必要とし、かりそめのゲームに明け暮れる。その先にあるのは、 「核戦争前の廃墟」すなわち、現在の私たちの日常であった いうシニカルな構図を突きつけてくる。　第二作『宇宙で眠るための方法について』 （一九八一年初演）以降の「第三舞台」に共通する状況設定の意味につ




















































が異彩を放つ は、三つ目のイエス・キリスト（岩谷）の物語にある。三層のアレゴリーのうち、これが最たる現代性を帯びている。現代に出現した は「へい彼女ォ～宗教しなァ～い！キリストっちゃわない」と勧誘する。さらに、イエスがあっという間に忘れられ 落ちぶれるさまが、哄笑を誘う。その挙句、 「どん底に落ちたキリストが、マネジャーにまで裏切られ、人生 絶望して荒野をさまよう」といったスペシャル番組に出演する。
─
と思ったら、




でした。そして、二十世紀に入って、それが無益なことだと人は知るようになりました。そして、でてき のが、ずらすという行為でした。パロディ あったり、茶化し あったり すっ ぼけであったり、いろんな手段がありましたが、ずらすとは、既制
ママ
の権威をおちょくり、笑いモノにするという方向でした。これは一時期有効な時もありま


























ために、最初の「出」の場面でさまざまな人物に扮して派手に登場し、 っけから笑い 取 。女装の 、東京キッドブラザーズ、椎名誠、田舎のばっちゃま……。最後の「ばっちゃま」では出番を外して場違いの登場をし、冷たい視線を浴びる、といったズレまで用意する。これらのギャグは、 『朝日のような
─
』以来の、岩谷の変身の自在さ






































何を言っているんだ。何が論理 。近代合理主義もマルクス主義も構造主義も現象学も全て破綻して、元気なのは新興宗教の信者 けだというこの時 に、一体、何の論理が通用す と言うんだ …この暗黒の時代に通用するのは、パッションだけよ！
　






















る。さらにその後 Ｅ・Ｔに対して秋田は、 「新しい宗教を作りたい」 、次いで「未来 夢を見たい」と二つの夢を求める。教祖となる場（第五場）では、新興宗教のパロディが繰り広げられる。そして 未来の夢」 （第六場 はディストピア的管理社会となっており、 そこでは伊集院警部は妙な抵抗運動をした秋田 尋問し、 そこへテロリスト なった北林が参上するがあっけ く射殺される。　
続く終幕では当初の謎であった密室殺人事件が収斂する。 「現場検証」 と称して、 死者 ある ずの秋田も起き上が























七字の言う「自己批評の姿」には、革命幻想が頓挫したあとを生きる世代 苦い現在が投影されていることは想像に難くない。さらに、アングラ第一世代が試みた種々の〝壊す〟実験も既に過去のものとなっていた。つまり、ストレートな異議申し立てがとうに無効になった時代の醒め 意識が、そ 劇作ににじみ出ていると考えられる。　
しかし、前述したように本作はこういったテーマを直截的には描いていない。会話は頻りと恋愛話に傾斜し、さら























鴻上尚史を横目で見ながら」 （ 「流行通信」一九八四年二月号） 。 『デジャ・ヴュ』














































































第三舞台『デジャ・ヴュ』 」 （ 「ぱふ」一九八四年一月号）＝前掲『デ
ジャ・ヴュ』に転載。
（
23）　
日本船舶振興会（初代会長は国粋 衆党総裁を務めた笹川良一。現・日本財団）のテレビＣＭでは「戸締り用
（1　劇団「第三舞台」における笑いの意味
心、火の用心～」という歌に続き、 「世界は一家、人類みな兄弟」という標語を述べる。
（
2（）　
村井健「新星・鴻上尚史の『デジャ・ヴュ』は表層感覚時代を撃つしたたかな舞台」 （ 「週刊朝日」一九八三年十一月二十五日号）
（
2（）　
川本三郎「ガシェット化時代を突き抜けるもの」 （ 「新劇」一九八四年一月号）
（
26）　
七字英輔「虚体感覚の果てに
　
鴻上尚史について」 （ 「テアトロ」一九九一年四月号）
（
2（）　
鴻上
　
前掲『スワン・ソングが聴こえる場所』一九四～二〇三頁。
　
本稿は、平成二六年度専修大学日本語日本文学文化学会の研究助成による成果の一部である。
